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ポストコロナ時代の学び方・働き方を実現するプラットフォームの構築 西村 訓弘（にしむら のりひろ）
三重大学大学院 地域イノベーション学研究科 教授・特命副学長

研究開発内容

 2025年の中間時点までに、複数の基礎自治体を単位とした実証地域において、
「新たな『学び』」 や働き方の実証を開始

 2028年の事業終了までに、都道府県を単位とした実証地域に構築する「場（プラ
ットフォーム）」を通じた 「新たな『学び』」 や働き方の有効性・導入可能性の提示

 実証地域に本課題で目指す将来像を先取りしたショーケースを実現

 全世代の学び方と働き方を繋ぐ新たな人材育成プラットフォームの構築を通じて、地
域社会の変革モデルを他地域へと広く展開

 SIPの実証事業から得られた「新たな『学び』」のデザインを、民間主体等を通じて、
全国に普及・啓発

 「新たな『学び』」の教材や学習コンテンツ、技術成果のサービスビジネス化
 「新たな『学び』」や働き方に対応した評価手法（指標・データ取得方法・分析手法
等）を、政府や産業界等に提唱し、具体の仕組みや制度に反映

2030年までに、
 Society 5.0を生きる人材に必要な「新たな『学び』」をデザインし、生涯にわたって自
らの生き方を主体的に考え、他者の異なる価値観を認め、他者と協働し、社会の中
で自らを活かすことができる人材を育成するための「場（プラットフォーム）」を構築

 時間や場所にとらわれず、誰もが自らが望む学び方・働き方を選択できる環境を整備
* Society 5.0を生きる一人一人が、多様な幸せ（well-being）を実現でき

るフラットな社会を達成

関係府省︓内閣府、デジタル庁、文部科学省、厚生労働省、経済産業省 等

 人間中心の社会、すなわち、一人一人の多様な幸せ（well-being）が実現され
る社会。同時に、一人一人の持つ多様な力が発揮され、新しい価値が創造される
ことによって社会が発展し、それが個人の幸せにも繋がる社会

 誰もがいつでもどこでも能力を伸ばせる「学び方」と、それを生かした多様な「働き方」
が可能であり、人々が生涯にわたり生き生きと社会参画し続けられる社会

将来像

SIP終了後の事業戦略(エグジット戦略)ミッション

社会実装に向けたSP期間中の達成目標

地域社会の変革モデルを他地域へ横展開 学習コンテンツやバーチャル技術成果のサービスビジネス化
SIP終了後（2028～）

「新たな『学び』」のデザインを全国に普及・啓発
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「新たな『学び』」や働き方に対応した評価手法の提唱

「新たな『学び』」とは︓
Society5.0を生きる人材に必要な、デジ
タルやSTEAMといった基礎的な知識・スキ
ルに加え、自らの生き方を主体的に考える
とともに異なる価値観を認め、他者と協働
する意欲や態度の養成に資する学び
（社会実装に向けた戦略及び研究開発計画書より抜粋）
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社会実装に関わる現状・問題点
1. 我が国の学校教育は、すべての子供に平等に一定水準の学力を保障し、従来から国際的にも高い評価を受けているものの、多様性を認め、他者と協働し、自ら主体的に・探

究的に学ぶ意欲や態度の養成が十分ではないという指摘がある。
2. 「新たな『学び』・働き方に関して、各府省の個別事業による実証は行われてきているが、取組が小規模であったり、各府省・各局課の所掌の範囲内にとどまっており、その効

果の測定や実証期間終了後の他地域への展開、事業化や社会実装に向けた展望が十分ではない。
3. コロナ禍により企業等におけるテレワークは加速したが、学校教育においては、デジタルインフラの脆弱性や、教育データの活用に当たっての制度的な障壁や心理的な抵抗感、

「新たな『学び』」の担い手不足等により、新たな学習コンテンツやバーチャル空間を活用した学びが学校現場に浸透しない。
4. 社会人の学び直しの機会が十分に確保されていないなど、学校と社会との間に分断があり、「新たな『学び』」を初等中等教育、高等教育、社会人のリカレント・リスキリングまで

一気通貫してデザインできていない。また、企業における社会人のリカレント・リスキリングを促進する仕組みが不十分。
5. 地域、ジェンダー、障害の有無等により、学び方・働き方の選択肢に格差が生じている。

新たな「学び」のPFの担
い手の育成

・「新たな『学び』」の「場（プ ラ
ットフォーム）」を運営する教
育者、指導者の基準や研修カ
リキュラムの体系化
・「新たな『学び』」の支援人材
（企業から学校現場へのメン
ター派遣等）の確保・育成

実証を通じた 制
度的隘路の特定

・新たな「学び」を学校現場で
実施する際の制度的課題の
特定と改善に向けた提案・
「新たな『学び』」の実装に必
要な基準の検討（評価方法、
学習データの取扱い等）

ビジネスモデル検討
・「新たな『学び』」を先行的に
実証する地域でのコストの検証
・民間企業を巻き込んだソ
リューションサービスのビジネスモ
デルの実証
•「場（プラットフォーム）」の
運営や、学校現場への展開な
ど持続的に活動を担う事業主
体の特定・育成

「新たな『学び』」のデザイン開発オ
ンラインPF基盤技術開発

・先行的な技術成果（各種要素技術）の
取り込み、不足している要素技術の開発
・「新たな『学び』」×働き方のバーチャル空間
の機能・性能の実証
・Society 5.0に必要な「新たな『学び』」の
コンテンツ・評価手法を含むデザイン開発
・総合知で社会を変える博士人材育成プロ
グラムの実証

（ポストコロナ時代の学び方・働き方を実現するプラットフォームの構築）５つの視点での取組

技術開発

関係府省庁

事業

・実証地域におけるサービス
の導入・提供を加速

SIPでの取組

SIPでの取組

文科省、地公体等

・教育委員会や教員の理解
醸成

厚労省、経産省等

・企業における人材育成、評
価等への新たな「学び」の成
果の活用促進

社会的受容性 人材

SIPでの取組
・教員養成の在り方を検討

制度

・必要に応じて関連の制度や
施策の改善を検討

SIPでの取組
SIPでの取組S

・個別技術の高度化
・実証のベースとなる自治体・地域でのイ
ンフラ／環境整備
・各種要素技術（DX、リモート、インター
フェース、VR/AR、コミュニケーション、コン
テンツ等）の高度化

経産省、民間企業等

関係者間での理解醸成
・実証地域の家庭、児童・生
徒・学生、学校（教員）、
地域住民、企業、行政等、
多様なステークホルダー間で
の協力と理解の下、 「場（プ
ラットフォーム）」を構築

文科省等
厚労省、経産省、
産業界等

・学び直しの促進
・働き方の多様化、柔軟化

文部科学省

ミッション
2030年までにSociety 5.0を生きる人材に必要な「新たな『学び』」をデザインし、生涯にわたって自らの生き方を主体的に考え、他者の異なる価値観を認め、他者と協働し、社
会の中で自らを活かすことができる人材を育成するための「場（プラットフォーム）」を構築する。あわせて、時間や場所にとらわれず、誰もが自らが望む学び方・働き方を選択できる
環境を整備することによって、Society 5.0を生きる一人ひとりが、多様な幸せ（well-being）を実現できるフラットな社会を達成する。
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サブ課題と研究開発テーマのイメージ

フィード
バック

新たな社会的
価値の提唱

フィードバック新たなデザイン
の展開

サブ課題A  「新たな『学び』」のデザイン開発
a-1 アップスキルとリスキルのための教育コンテンツの開発（デジタル・STEAM  
等に係る知識） a-2 探究力・主体性・創造性・協働性を高める教育コンテンツの開発

①学校教育における探究力・主体性・創造 ②主体的な進路意思決定のための
コ 性・協働性を高める教育コンテンツの開発 ンテンツ開発

①STEAM教育のためのコンテンツプラ
ッ トフォームの構築

②デジタルリスキリングの教育手法の
開発

①「新たな『学び』」に対応した評価手法の開発」

a-3 学習データの取得・連結・活用（w/ELSI）

①学習データの取得・連結・活用手法の
開発

②データ取得等に係るELSI的観点で
の研究開発

a-4 「新たな『学び』」に対応した評価手法の開発

サブ課題E 「新たな『学び』」や働き方を保障する社会基盤の構築

サブ課題C 「新たな『学び』」と働き方の空間の創出
c-1 ギャップフリーなバーチャル空間の実現
①「働き方」におけるバーチャル空間の
開発

②「学び方」におけるバーチャル空間の
開発

c-2 バーチャル空間における学習コンテンツの開発

①バーチャル空間を活用した学習コンテンツの開発・実証
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要素技術のチューン
アップや擦り合わせ

フィード
バック

サブ課題B 「新たな『学び』」と働き方との接続

b-1 多様な働き方モデルの構築及び「新たな『学び』」を担うメンター制度のさらな
る推進、D＆Iの社会浸透
①教育と就労の連結による働き方モデル提
示に係る研究開発・実証 ②D&Iの社会浸透に向けた実証研究

b-2 イノベーション人材の育成、社会人のリカレント、リスキリング
①総合知で社会を変える博士人材育成プ
ログラムの実証

②サバティカルやワーケーションを活用した
社会人の学び直しのインセンティブの研究

サブ課題D 「新たな『学び』」×働き方×バーチャル空間における有効性確認
（ショーケースの提示）

d-1 新たな学び方・働き方を可能とする場（プラットフォーム）の構築及び当該場（プラットフォー
ム）を活用した取組に係る効果検証
①初等中等教育を中心とした
「新たな『学び』」の場（プラット
フォーム）の構築及び効果検証

②教育機関と地域・社会との接続に
よる「新たな『学び』」の場 (プラット
フォーム) の構築及び効果検証

③教育機関と地域・社会との接続
による新たな働き方の場（プラッ
トフォーム）の構築及び効果検証



B.「新たな『学び』」と働き方との接続 【目標15】イノベーション人材育成のためのプログラムを
実証し、50人が受講する。

【目標28】実証地域（都道府県）に
おいて新たな働き方の場を構築・アピールし、
大学等・教員・個人、企業、自治体の意識を変える。

他地域に拡がる

仕組・環境が整う
学習データがコンテンツ開発に
効果的に反映されるサイクルが
構築される

個人が自身の学習データを生
涯にわたり活用できる

関係省庁と連携して制度改
善を行う

企業が変わる
社会人のリカレント・リスキリング
を応援するための仕組みを企
業が自主的に取り入れる

新たな評価手法が、社会人の
リカレント教育、企業の人事評
価に活用される

バーチャル空間を活用した働き
方が企業内に取り入れられる

学校が変わる

（ポストコロナ時代の学び方・働き方を実現するプラットフォームの構築） ロジックツリー

C. 「新たな『学び』」と働き方の空間の創出

A.「新たな『学び』」のデザイン開発
a-1アップスキルとリスキルのための
教育コンテンツの開発（デジタル・STEAM等に係る知識）

a-3 学習データの取得・連結・活用（w/ELSI）

a-4新たな学びに対応した評価手法の開発 【ミッション】
2030年までに
Society 5.0を生
きる人材に必要な
「新たな『学び』」を
デザインし、生涯に
わたって自らの生き
方を主体的に考え、
他者の異なる価値
観を認め、他者と協
働し、社会の中で
自らを活かすことが
できる「場（プラット
フォーム）」を構築
する。あわせて、時
間や場所にとらわれ
ず、誰もが自らが望
む学び方・働き方を
選択できる環境を
整備する

【将来像】
Society 5.0を生き
る一人一人が、多様
な 幸 せ （well-
being）を実現でき
るフラットな社会

D.新たな『学び』」×働き方×バーチャル空間における有効性確認 (ショーケースの提示)
d-1 新たな学び方・働き方を可能とする場(プラットフォーム）
の構築及び当該場（プラットフォーム）を活用した取組に
係る効果検証

a-2 探究力・主体性・創造性・協働性を高める教育コンテンツの開発

E.「新たな『学び』」や働き方を保障する社会基盤の構築
e-1 「新たな『学び』」や働き方を保障する
社会基盤の構築に向けた検討

【目標17】サバティカル制度等、社会人の学び直しのインセンティブ向
上につながる制度の有効性を検証し、当該制度を企業
が活用できるようにモデル化する。

【目標27】実証地域（都道府県）に
おいて「新たな『学び』」の場（プラットフォーム）の場を構築・アピール
し、大学等・教員・個人、企業、自治体の意識を変える。

【目標29】実証を通じて、「新たな『学び』」・働き方の実現に当たって、
学校・教員・教育委員会、個人、企業、自治体が抱える制度的・経
済的・心理的課題への対応

共創関係が形成され、実証地
域でのショーケースが自立的に
運営され、ショーケースが他地
域へ拡大展開する

社会人メンターの活用実証が
他地域へ拡大展開する

教材等が事業化される【文科省等】必要に応じて関連の制度や施策の改善を検討

【文科省、地公体等】教育委員会、教員の社会的受容性を醸成する
【文科省】教員養成の在り方を検討する

サブ課題・研究開発テーマ/ SIP外・後の取組 アウトプット（2028年達成目標） アウトカム

【経産省、民間企業等】実証地域におけるサービスの導入・提供を加速
【関係府省庁】実証のベースとなる自治体・地域でのインフラ／環境整備

凡例
SIP内の取組

SIP内での達成目標

SIP外・後の取組

SIP外・後の状態

教員の働き方改革が進む

新たな評価手法が、学校教
育等に活用される

バーチャル空間を活用した学び
方が学校内に取り入れられる

技 事 制 社 人

【目標16】Society 5.0を生きる社会人に必要なリカレント・リスキリ
ングのコンテンツを誰もがアクセス可能な形に整理し、導入可能な
ソリューションサービスとして民間企業等が提供できるプロトタイプ
を実現する。

技 事

制

【目標19】学校現場での社会人メンターの活用のためのガイドラインを
整備する。

【目標18】社会人が、学び直しの結果、特定地域（都道府県）
でのロールモデルとして、多様な働き方を実現する。 社

【関係府省庁】 個別技術の高度化、各種要素技術（DX、リモート、
インターフェース、VR/AR、コミュニケーション、コンテンツ等）の高度化 技

社

制

技 事

技 事

技 事 社

人

技

【厚労省、経産省、産業界等】学び直しの促進、働き方の多様化、柔軟化
制

【厚労省、経産省等】企業における人材育成、評価等への新たな
「学び」の成果の活用を促進する 社

c-1 ギャップフリーなバーチャル空間の実現 技 社

c-2 バーチャル空間における学習コンテンツの開発 技 社

【目標24】学校や企業で活用可能なバーチャル空間を実現するため
の技術や及び当該空間で活用可能な学習コンテンツを
開発し、機能・性能を実証する。

【目標23】「新たな『学び』」及び「働き方」の空間の実現に向けて、
本課題及び他のSIP課題で開発した要素技術を最適
に組み合わせて実証する。 技

技

方法をまとめる。 事 制社 人

技事制 社

制

人
事

技

技 事社 人

技 事社 人

事

【目標4】「新たな『学び』」のコンテンツについて、導入可能なソリュー
ションサービスとして民間企業等が提供できるプロトタイプを実現する。

【目標3】「新たな『学び』」のコンテンツを活用しながら、学習データ を取
得・連結・活用し、目標設定から学習、データ収集、評価まで一連の開
発サイクルを開発するとともに、有効性・導入可能性を示す。 技 事 社

技 事 制 社 人

開発 受容性
技術 事業 制度 社会的 人材

凡例

【目標14】D&Iの視点を取り入れた「新たな『学び』」に係る教育コンテ
ンツや、新たな働き方に繋がる製品・サービスの機能・性能を実証する。

ためのガイドラインを整備する。

制社 人

技 事

事

【目標13】学校現場での社会人メンターの活用の
制社 人

b-2 イノベーション人材の育成、社会人のリカレント、
リスキリング 技 事 制 社

b-1 多様な働き方モデルの構築及び「新たな『学び』」を担う 制 社 人
メンター制度のさらなる推進、Ｄ＆Ｉの社会浸透
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TRL5~6
Y5

＜記載方法＞ SIPでの取組 SIPに関連する産官学との取組

Y1 Y2 Y3 Y4  
TRL5

（ポストコロナ時代の学び方・働き方を実現するプラットフォームの構築）５つの視点でのロードマップ

技術開発

凡例
サブ課題A

サブ課題Ｂ

サブ課題Ｃ

サブ課題Ｄ

実証のベースとなる自治体・地域でのインフラ／環境整備(関係府省庁)

各種要素技術（DX、リモート、インターフェース、VR/AR、コミュニケーション、コンテンツ等）の高度化(関係府省庁)

【目標11】 サバティカルを終えた人材の変容測定手法の検証（b-2）

【目標16】 Society 5.0を生きる社会人に必要な
リカレント・リスキリングのコンテンツを誰もがアクセス
可能な形に整理（b-2）

【目標16】 導入可能なソリューションサービスとして
民間企業等が提供可能なプロトタイプを実現
（b-2）

【目標9】
機能・性能を実証（b-2）

【目標9】
特定・開発（b-2）

について

「探究力・主体性・創造性・協働性を高める教育コンテンツ」について

【目標２】「新たな『学び』」のコンテンツの効果の測定、個人の「学び」の成果の評価に
必要な学習データを特定（a-3, a-4）

【目標3】「新たな『学び』」のコンテンツを活用しながら連
結・統合し、学習データを取得・連結・活用し、目標設
定から学習、データ収集、評価まで一連の開発サイクル
を開発するとともに完結させ、有効性・導入可能性を提
示。（a-1, a-2, a-3, a-4）

【目標４】新たな『学び』」のコンテンツについて、
導入可能ソリューションサービスとして
民間企業等が提供可能なプロトタイプを実現
（a-1, a-2, a-3, a-4）

【目標1】
機能・性能を実証（a-1）

【目標1】
１つ以上開発（a-1）

「アップスキルとリスキルのための教育コンテンツ(デジタル・STEAM等に係る知識)」について

【目標1】
機能・性能を実証（a-2）

【目標1】
１つ以上開発（a-2）

【目標27】「新たな『学び』」の場（プラットフォーム）
を構築・アピールし、学校・教員・教育委員会、個人、
企業、自治体の意識を変容（d-1, e-1）

【目標28】新たな働き方の場（プラットフォーム）を
構築・アピールし、学等・教員・個人、企業、自治体
の意識を変容（d-1, e-1）

実証地域（都道府県）の中の複数の市町村において 実証地域（都道府県）において

【目標25】 「新たな『学び』」の場（プラットフォーム）の機能・性能を実証し、
学校・教員・教育委員会、個人、企業、自治体の理解を醸成（d-1, e-1）

【目標26】 新たな働き方の場（プラットフォーム）の機能・性能を実証し、
学校・教員・教育委員会、個人、企業、自治体の理解を醸成（d-1, e-1）

【目標5】中高生の新たなキャリア教育の仕組み（産学官・地域の連携手法、コミュニ
ケーションツール、情報連携方法等）を構築し、実証を行う。（b-1）

Society 5.0を生きる社会人に必要なリカレント・リスキリングの具体的なコンテンツ

6



TRL4~5

実証のベースとなる自治体・地域でのインフラ／環境整備(関係府省庁)

各種要素技術（DX、リモート、インターフェース、VR/AR、コミュニケーション、コンテンツ等）の高度化(関係府省庁)

【目標24】学校や企業がバーチャル空間で活用可能な
学習コンテンツを開発（c-2）

【目標24】学校や企業がバーチャル空間で活用可能な
学習コンテンツの機能・性能を実証（c-2）

技術開発

本課題及び他のSIP課題で開発した要素技術を
最適に組み合わせて実証

【目標23】 「新たな『学び』」の空間の実現に向けて
実証（c-1）

【目標23】 新たな「働き方」の空間の実現に向けて
実証（c-1）

不足要素技術の開発
【目標21】 「新たな『学び』」の空間の実現に向けて開発 （c-1）

【目標21】 新たな「働き方」の空間の実現に向けて開発 （c-1）

他のSIP課題で開発した要素技術の機能・性能のテスト

【目標20】 「新たな『学び』」の空間実現に
向けて機能・性能のテスト（c-1）

【目標20】 新たな「働き方」の空間実現に
向けて機能・性能のテスト（c-1）

SIPでの取組 SIPに関連する産官学との取組＜記載方法＞

TRL5~6

【目標20】 「新たな『学び』」の空間実現に向
けて、対象となる要素技術の調整（c-1）

【目標20】 新たな「働き方」の空間実現に向
けて、対象となる要素技術の調整（c-1）
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BRL3~5 BRL5~6

事業

地域振興事業等との組み合わせにより、実証地域での実サービスの提供を加速(経産省、民間企業等)

【目標10】産学官・地域連携を図り、
博士課程を活用したイノベーション
人材育成のためのプログラムを開発
（b-2）

【目標15】イノベーション人材育成のためのプログラムを実証し、50人が受講（b-2）

【目標29】 学校・教員・教育委員会、個人、企業、自
治体が抱える制度的・経済的・心理的課題への対応方
法を整理（d-1, e-1）

実証地域（都道府県）において
【目標27】「新たな『学び』」の場（プラットフォーム）
を構築・アピール。学校・教員・教育委員会、個人、
企業、自治体の意識を変容（d-1, e-1）
【目標28】新たな働き方の場（プラットフォーム）を
構築・アピール。大学等・教員・個人、企業、自治体
の意識を変容（d-1, e-1）

実証地域（都道府県）の中の複数の市町村において

【目標25】 「新たな『学び』」の場（プラットフォーム）の機能・性能を実証、
学校・教員・教育委員会、個人、企業、自治体の理解を醸成（d-1, e-1）

【目標26】 新たな働き方の場（プラットフォーム）の機能・性能を実証、
学校・教員・教育委員会、個人、企業、自治体の理解を醸成（d-1, e-1）

【目標3】「新たな『学び』」のコンテンツを活用しながら連
結・統合し、学習データ を取得・ 連結・活用し、目標設
定から学習、データ収集、評価まで一連の開発サイクル
を開発するとともに完結させ、有効性・導入可能性を提
示。（a-1, a-2, a-3, a-4）

【目標４】新たな『学び』」のコンテンツについて、
導入可能ソリューションサービスとして
民間企業等が提供可能なプロトタイプを実現
（a-1, a-2, a-3, a-4）

【目標1】
機能・性能を実証（a-1）

【目標1】
１つ以上開発（a-1）

「アップスキルとリスキルのための教育コンテンツ(デジタル・STEAM等に係る知識)」について

「探究力・主体性・創造性・協働性を高める教育コンテンツ」について

【目標1】
機能・性能を実証（a-2）

【目標1】
１つ以上開発（a-2）

【目標16】 Society 5.0を生きる社会人に必要な
リカレント・リスキリングのコンテンツを誰もがアクセス可
能な形に整理（b-2）

【目標16】 導入可能なソリューションサービスとして
民間企業等が提供可能なプロトタイプを実現
（b-2）

【目標9】
機能・性能を実証（b-2）

【目標9】
特定・開発（b-2）

Society 5.0を生きる社会人に必要なリカレント・リスキリングの具体的なコンテンツ
について

【目標5】中高生の新たなキャリア教育の仕組み（産学官・地域の連携手法、コミュニ
ケーションツール、情報連携方法等）を構築し、実証を行う。（b-1）
【目標6】D＆Iの視点での「新たな『学び』」に係る教育コンテンツや、新たな働き方に繋
がる製品・サービスの開発を行う。（b-1）
【目標7】D＆Iの視点から、「新たな『学び』」や新たな働き方を学校や企業に導入するた
めの条件を明らかにする。（b-1）

【目標14】D＆Iの視点を取り入れた「新たな『学び』」
に係る教育コンテンツや、新たな働き方に繋がる製品・
サービスの機能・性能を実証する。（b-1）



GRL3~5 GRL5~6

制度

必要に応じて関連の制度や施策の改善を検討(文科省等)

働き方の多様化、柔軟化(厚労省、経産省、産業界等)

【目標29】 学校・教員・教育委員会、個人、企業、自
治体が抱える制度的・経済的・心理的課題への対応
方法を整理（d-1, e-1）

【目標11】複数の企業でサバティカル制度を活用したリカレント・リスキリン
グの仕組みを導入（b-2）

【目標8】博士課程で学ぶ
意義を再定義（b-2）

【目標17】サバティカル制度等、社会人の学び直しのイ
ンセンティブ向上につながる制度の有効性を検証。当該
制度を企業が活用できるようにモデル化（b-2）

【目標8】社会のニーズに対応したリカレント教育の基盤
整備（b-2）

【目標13】中高生の新たなキャリア教育の仕組みについ
て、学校現場で活用するためのガイドラインを整備する。
（b-1）

【目標19】学校現場での社会人メンターの活用のため
のガイドラインを整備（b-1）
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社会的
受容性

【目標２】学習データの収集に係る保護者や生徒等の理解を得るための条件を明確
化（a-3, a-4）

連結・統合し、学習データ を取得・ 連結・活用し、目
標設定から学習、データ収集、評価まで一連の開発サ

【目標29】 学校・教員・教育委員会、個人、
企業、自治体が抱える制度的・経済的・心理的課題へ
の対応方法を整理（d-1, e-1）
【目標3】「新たな『学び』」のコンテンツを活用しながら

実証地域（都道府県）において
【目標27】「新たな『学び』」の場（プラットフォーム）
を構築・アピール。学校・教員・教育委員会、個人、
企業、自治体の意識を変容（d-1, e-1）
【目標28】新たな働き方の場（プラットフォーム）を
構築・アピール。大学等・教員・個人、企業、自治体
の意識を変容（d-1, e-1）

実証地域（都道府県）の中の複数の市町村において

【目標25】 「新たな『学び』」の場（プラットフォーム）の機能・性能を実証、
学校・教員・教育委員会、個人、企業、自治体の理解を醸成（d-1, e-1）

【目標26】 新たな働き方の場（プラットフォーム）の機能・性能を実証、
学校・教員・教育委員会、個人、企業、自治体の理解を醸成（d-1, e-1）

イクルを開発するとともに完結させ、有効性・導入可能
性を示す。（a-1, a-2, a-3, a-4）
【目標13】中高生の新たなキャリア教育の仕組みについ
て、学校現場で活用するためのガイドラインを整備する。
（b-1）
【目標18】社会人が、学び直しの結果、特定地域（都
道府県）でのロールモデルとして、多様な働き方を実現
（b-2）
【目標19】学校現場での社会人メンターの活用のため
のガイドラインを整備（b-1）

【目標22】「新たな『学び』」におけるバーチャル空間の利用について、
保護者や生徒等の理解を得るための条件を明確化（c-1、c-2）

【目標22】働き方におけるバーチャル空間の利用について、企業等の理解を得るための
条件を明確化（c-1、c-2）

教育委員会や教員の理解醸成 (文部科学省・地方公共団体)

企業における人材育成、評価等への新たな「学び」の成果の活用促進(厚労省、経産省)

SRL3~5
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学び直しの促進(厚労省、経産省、産業界等)

HRL3~4 HRL4～6

人材

【目標19】学校現場での社会人メンターの活用のため
のガイドラインを整備（b-1）

【目標12】複数の市町村において、学校現場への社会人メンターの受入れを調整・開
始（b-1）

【目標29】 学校・教員・教育委員会、個人、
企業、自治体が抱える制度的・経済的・心理的課題へ

実証地域（都道府県）において
【目標27】「新たな『学び』」の場（プラットフォーム）
を構築・アピール。学校・教員・教育委員会、個人、
企業、自治体の意識を変容（d-1, e-1）
【目標28】新たな働き方の場（プラットフォーム）を
構築・アピール。大学等・教員・個人、企業、自治体
の意識を変容（d-1, e-1）

実証地域（都道府県）の中の複数の市町村において

【目標25】 「新たな『学び』」の場（プラットフォーム）の機能・性能を実証、
学校・教員・教育委員会、個人、企業、自治体の理解を醸成（d-1, e-1）

【目標26】 新たな働き方の場（プラットフォーム）の機能・性能を実証、
学校・教員・教育委員会、個人、企業、自治体の理解を醸成（d-1, e-1）

の対応方法を整理（d-1, e-1）

【目標13】中高生の新たなキャリア教育の仕組みにつ
いて、学校現場で活用するためのガイドラインを整備す
る。（b-1）
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